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後援会ニュース「しおかぜ」は街づく

りのコミュニティ紙として皆さんの

暖かいご支援をお願いします。

ご意見をお聞かせください。

日本共産党浦安市東部後援会
Ｎｅｗｓ

２０１６年 ２月 後援会 HP> http：//uraek.news.coocan.jp/

１９７０年 千葉県生まれ。

国立木更津工業高専卒。木更

津役所勤務をへて、民主青年

同盟千葉県委員長に。現在、

党千葉県女性部長。家族は夫

と 1 男 2 女。

１９７６年 千葉県千葉市生

まれ。千葉大学教育学部卒。

日本共産党千葉県員会勤務。

現在、党准中央委員、党千葉

県員副委員長。家族は妻と 2

女。

戦後、新しい日本国

憲法が生まれ、普通選

挙法が施行されました。

ここに初めて私たちは民主主義の土台を得ることができ

たということになります。格調高い憲法の条文とその精

神を思い起こしてみてください。


そして、戦後 70 年。ここにきて安倍自民党政権は、露

骨に明文改憲を言い募り始めました。その意図は９条の

戦争放棄を捨て去ること以外にありません。戦争により

人を殺すこと、そして殺されるということを想像してみ

てください。私たちが、子どもたちが、孫たちがそうい

うことの当事者になるということですよ。

幾多の犠牲により得られた至宝である憲法の精神にの

っとった政策・外交を行わずして、ひたすら好戦的な言

動で緊張ばかり生み出している政治が、いいはずがあり

ません。Ａ級戦犯として訴追された祖父と二代して、好

き勝手に私たち国民を支配しようとしている安倍自民党

政治に終止符を打ちましょう。


そのためには、私たちの民意の包囲が必要です。民意

の包囲とは、その雰囲気を私たちが外に示すことです。

無関心は許容に繋がります。おしゃべりの中で政治の話

はダサイなどと考えずに話してみてください。


昨秋、現憲法を蹂躙する戦争法が成立してしまいまし

た。私たちはいまそれを撤回させるべく２千万という壮

大な数の署名運動に取り組んでいます。民意の発露の一

環です。ぜひご協力を！！

この夏には、参院選が行われます。野党、そしてその

中核である日本共産党の押上げで、安倍政治に目にもの

を見せようではありませんか。

元木 計文

ずいぶん以前のことになりますが、先の 15 年戦争の責

任について関心を持ち、関連する本を読み漁ったことを

思い出しました。

突出した軍部の横暴、天皇の個人的な責任、政党・政

治の理念の大きな誤り、マスコミの堕落等々、個別に分

ければ要因は様々にありました。

そして、明治維新という民衆を置き去りにした権力闘

争の末の、不徹底な変革まで遡らなければなりませんで

した。新しい明治は、当初より富国強兵政策の名のもと

に、国民を支配し続けました。早くは征韓論に始まり‘45

年の終戦まで戦いの連続でありました。


この間 80 年弱。ここで私は歴史の事実を評価するよう

なおこがましいことを言うつもりはありません。

しかしながら、はたとひとつのことに気が付きました。

それは、いかに強権による徹底した物言われぬ国民政策

のもととはいえ、国民の中にもこれに迎合する感情があ

り、これがこうしたことを結果的に許してしまったとい

うことです。

■■安倍政権の退陣、野党共闘の実現を求

める「安倍政権ＮＯ！大行進」■■

【 しんぶん赤旗 2 月 16 日版より 】

＜民意の包囲で安倍自民党政治に終止符を！＞

比例代表予定候補 千葉選挙区予定候補

◆ ２０１６年 7月 参院選 ◆

【浅野ふみこ】【椎葉かずゆき】
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今年は暖冬で桜の開花時期の予想は難しいそうです。

戦争法廃止！立憲主義を取り戻すために、７月の参議院選

挙で大きく躍進し安倍政権を退陣に追い込まなければなり

ません。桜を愛でながら参院選に向け大いに英気を養いまし

ょう。みなさんの参加をお待ちしています。

■日時 ３月２７日（日）午前１１時～

■場所 浦安市美浜公園

■会費 ５００円

※差し入れ大歓迎です！

■連絡先 元木 ３５５－８５２６

■主催 日本共産党浦安市後援会

由布（ゆぶ）島は、西表島（石垣島から船で約 40 分）

に隣接する周囲約２km,、海抜 1.5m の砂が堆積して出来

た小さな島です。由布島に渡るには、遠浅の海を 400m

ほど水牛車で移動します。私たちが乗った 19 号車を引っ

張ったのは筋骨隆々？の「ゴン太」君でした。

水牛車を操る御者（女性）の方

は三線を弾きながら民謡を唄っ

てくれました。「涙そうそう」の

時は、同乗者みんなで楽しく唄

いました。（Ｍ）

№ ３
－ 沖縄県 －

西表島・由布島
(2016.1.)

恒例の４月のハイキングの予告です。

今年は神奈川県湯河原にある幕山（まくやま）標高６

２６ｍです。山頂からの眺めは最高です！みんなで新緑

の中を歩きましょう。詳細は改めてご案内します。

●いつなの？ ４月２９日（金）

●どこの山？ 幕山（神奈川県湯河原）

●歩く時間は？ ２～３時間

▼各団体の署名宣伝行動予定▼

●戦争させない・九条壊すな！浦安市民連合

・２月２９日（月）新浦安駅前 午後４時半～

・３月９日（水）新浦安駅前 午後４時半～

●日本共産党市川・浦安地区委員会

・３月 4 日（金）東西線浦安駅前 午後５時～

・３月１９日（金）新浦安駅前 午後４時半～


